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研究成果の概要（和文）：新任保育者の心理社会的ストレスの予防を目的として作成した心理教育“サクセスフ
ル・セルフ”新任保育者版を用いた介入研究では、参加者（87名）の多くが今後の生活に役立つ等と評価し、プ
ログラムへの参加により心理社会的要因に肯定的な変化が見られる可能性が示唆された。また，新任保育者が困
難感を抱えやすい職務上の人間関係に関するアンケート調査では、保育者（214名）の困難事例の内容を質的に
分析した。以上の研究成果を、著書「保育者のためのメンタルヘルス」として出版した。

研究成果の概要（英文）：  In the intervention study with the use of Psychology Education “
Successful Self” for new childcare workers, which was created in order to protect new childcare 
workers from psychosocial stress, many of the 87 participants evaluated this protection program 
helpful in their occupational life, and participation in this program was found possible to make 
positive change in psychosocial factors. Also in the questionnaire on occupational human 
relationships, where new childcare workers often find it difficult, we qualitatively analyzed the 
contents of difficult cases of 214 childcare workers. We have published the data analyses in the 
book titled “Mental Health for Childcare Workers.”

研究分野： 臨床心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 子どもの健全な成長のために、保育者
（幼稚園教諭や保育士）のメンタルヘルスは
重要である。しかし、保育者の勤務環境は
年々厳しくなっており、特に新任保育者は、
多くの困難感を抱えやすいため、他の年代よ
りも心の疲労度やバーンアウトに陥る危険
性が高く、早期離職の問題が懸念されている。 
 
(2)  新任保育者のメンタルヘルスの問題
に取り組むことは急務であると考えられる
が、実際の保育現場は職員のメンタルヘルス
に対するサポート体制が整っておらず、その
困難さへの具体的な対処や支援に関する実
践報告はほとんどみられない状況にある。 
 
２．研究の目的 
(1) 新任保育者の心理社会的ストレスの予
防とメンタルヘルスの保持・増進を目的とし
た心理教育プログラム“サクセスフル・セル
フ”新任保育者版を新たに作成、実施し、そ
の内容や方法が適切であるかどうか検討す
る。 
 
(2) 新任保育者が特に困難感を抱え易い職
務上の人間関係の問題を詳細に把握するた
めに、保育者を対象とした質問紙調査を実施
する。具体的な困難事例を明らかにすること
で、心理教育プログラムの内容に反映させる
とともに、園における新任保育者への支援の
あり方を考えるための一助とする。 
 
（1)(2）の実施により、新任保育者のメンタ
ルヘルス対策の構築に向けて、幼稚園や保育
所、認定こども園等の保育現場で新任保育者
への支援に役立つ内容を提案する。 
 
３．研究の方法 
(1) 新任保育者の心理社会的ストレスを予
防するための心理教育プログラムを新たに
作成するにあたっては、既に大学生や研修医
等の心理社会的ストレスの予防が報告され 
ている“サクセスフル・セルフ”（①安藤、
2012）の実践を基盤とし、国内の先行研究の
概要（②加藤・安藤、2012）や新任保育者の
困難感に関する調査結果（③加藤・安藤、
2013）を踏まえた内容とした。 
 
(2) 作成したプログラムを保育者を対象と
した研修 A、Bにて実施した。Aは、2014 年 8
月、保育者75名を対象として実施した。Bは、
2015 年 3月～6月（月 1回）、保育者 12 名を
介入群、7 名を統制群として実施した。A、B
共に参加者によるアンケート調査をもとに、
心理教育プログラムの評価を行い、内容・実
施方法等を検討した。また、B では、介入群
と統制群、プログラムの全参加者群と一部参
加者群において、心理社会的要因に差がある
かどうかを比較検討すると共に、介入群の各
分析対象者の前後の評価指標得点の変化に

ついても個別に検討した。 
(3)  2014～2015 年に、保育者を対象として、
職務上の人間関係の問題に関する質問紙調
査を実施した。質問内容は、「子どもや保護
者への対応、職員間の人間関係において最も
困難さを感じる状況」であり、自由記述で回
答を求めた。 
 
４．研究成果 
(1) 新たに作成した心理教育プログラムは、
「自己理解・目標設定」「問題解決：基礎編 
」「問題解決：応用編」「ストレスマネジメン
ト」の４レッスンで構成された。本プログラ
ムを研修 A、B にて実施した結果は以下のと
おりである。  
【研修 A】 
 8 割を超える参加者が、内容を理解し、わ
かり易いと感じ、今後の生活に役立つ印象を
もったことが窺えた。レッスンの感想として、
「今後への意欲が高まった」「良かった」「他
の人の意見が参考になった」「振り返りがで
きた」という内容が見られた。また、研修に
参加した感想として、「他の人の意見が参考
になった」「今後への意欲が高まった」等、
肯定的な内容が多く見られた。 
【研修 B】 
参加者の感想から、本プログラムへの参加

は保育者にとって仕事に対する自身の考え
方や姿勢を振り返る有意義な機会となった
ことが窺えた。 
 次に、介入群と統制群において「対応のス
キル」「社会性」「対人関係に関する自己効力
感」「抑うつ」等の心理社会的要因のプログ
ラム前後の変化を検討したところ、有意な変
化は認められなかった。しかし、プログラム
の全参加者（図 1-1、2-1）は、一部参加者（図
1-2、2-2）に比べて、「対応のスキル」や「困
難に打ち勝つ自己効力感」といった評価指標
において得点の増加が多く見られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
また、個人別の評価指標の変化を調べたと

ころ、全参加者（図 3-1）では、一部参加者
（図 3-2）に比べてプラスの変化が多く認め
られた。このことから、4 回のプログラムに
参加することにより、心理社会的要因に肯定
的な変化が見られる可能性が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(2) 職務上の人間関係の問題に関する質問
紙調査に回答した保育士 137 名、幼稚園教諭
77 名（計 214 名）の記述内容を、「子どもへ
の対応における困難感」「保護者への対応に
おける困難感」「職員間の人間関係における
困難感」について、KJ 法により回答内容別に
カテゴリーを生成し、経験年数 5 年未満と 5
年以上に分けて回答数を示した（表 1～3 は
保育士。表 4～6 は幼稚園教諭）。その結果、

保育士で最も記述内容が多かったのは「保護
者への対応における困難感」で、約 9割から
回答があった。内容分析の結果、「子ども同
士のトラブルの伝え方・謝罪の仕方」「子ど
もの気になる様子の伝え方」等 11 のカテゴ
リーが生成され、「保護者への伝え方の困難」
「保護者との連携の困難」という 2つがコア
として位置づけられた。次に記述が多かった
のは「職員間の人間関係における困難感」で、
「職員への話し方」「保育観や保育方法の相
違」等 6のカテゴリーが生成された。これら
は「職員間の連携の困難」というコアカテゴ
リーにまとめられた。「子どもへの対応にお
ける困難感」では、「落ち着きがない子ども」
「気になる子ども」等 8のカテゴリーが生成
され、「気になる子どもへの対応の困難」「保
育方法の困難」「子ども同士のトラブルへの
対応の困難」という 3つがコアとして位置づ
けられた。 
 

保育士の人間関係における困難感（表 1～3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 幼稚園教諭で最も記述内容が多かったの
は「職員間の人間関係における困難感」で、
約 9 割から回答があった。内容分析の結果、  
「職員間の人間関係」「指導方法の相違」等 8
のカテゴリーが生成され、これらは「職員間
の連携の困難」というコアカテゴリーにまと
められた。次に記述が多かったのは、「保護
者への対応における困難感」で、「子ども同
士のトラブルの伝え方・謝罪の仕方」「クレ
ームへの対応」等 11 のカテゴリーが生成さ
れ、「保護者への伝え方の困難」「保護者との
連携の困難」という 2 つがコアとして位置づ
けられた。「子どもへの対応における困難感」
では、「気になる子ども」「トラブルの対処方
法」等 4 のカテゴリーが生成され、「子ども
への対応の困難」「保育方法の困難」の 2 つ
がコアとして位置づけられた。 
 
幼稚園教諭の人間関係における困難感（表4～6） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
以上のことから、経験の浅い保育士は、保

育経験が少ないために子どもの食事等の保
育方法に関して困難感を抱えやすいのでは
ないか、また経験のある保育士は保護者対応
の機会が多いため、保護者のクレームへの対
応や連携に関して困難感を抱えやすいので

はないかと推察された。保護者や職員への話
し方の困難感は、両者に共通して見られた。 
 また、幼稚園教諭の多くが経験年数に関わ
らず、職員間の人間関係、指導方法や保育観
の相違といった職員間の連携に困難感を抱
えていると推察された。また、子どもへの対
応よりも保護者対応の困難感に関する記述
が多く見られ、子どもの気になる様子やトラ
ブルを保護者へどう伝えるかに困難感を抱
えている幼稚園教諭が多いことが窺えた。 
 
(3) (1)(2)の研究成果をまとめ、保育現場
に勤務する保育者（園長、主任等）や新任・
若手保育者向けに、著書「保育者のためのメ
ンタルヘルス」として出版した。主な内容は、
以下のとおりである。第 1章：若手保育者の
抱える困難感やメンタルヘルスに関する先
行研究の概観、第 2章：若手保育者の抱える
困難感に関するインタビュー調査等の質的
研究の報告、第 3章：保育者の困難感と抑う
つに関連する要因に関する量的研究の報告、
第 4章：保育者を対象とした心理教育“サク
セスフル・セルフ”の実践研究の報告、第 5
章：保育者の職務上の人間関係に関する困難
事例の紹介、第 6章：保育者のメンタルヘル
スの保持・増進に向けて。保育者のストレス
の多くは職場の人間関係に起因するという
現状を踏まえ、特に第 5章においては、職員
間の連携の困難として、全 140 事例（保育観
や保育方法の相違による困難事例、職員間の
連携不足による困難事例、職員への話し方や
指導方法の困難事例、上司の対応による困難
事例、世代間の相違による困難事例、職員同
士の人間関係の困難事例）を掲載し、園内で
の職員研修等で活用しやすいよう工夫した。 
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